
国立市長選 

＃子育て政策聞いてみた 

候補者政策アンケート 

  

 この度はみらい子育て全国ネットワーク(miraco)のアンケートへのご回答を検討いただき

ありがとうございます。 

 私たちは子育て中の親が中心となって作る市民団体で、子育て世代や若者が政治に興味を

持ち投票へつなげる事をめざしています。これまで、身近な「子育て」に関する政策アンケ

ートを 2017 年の衆議院選挙より開始し、各首長選挙や、統一地方選挙、参議員選挙などの

立候補者に対して実施し、それをTwitterやfacebookなどのSNS 等で拡散してきました。(詳

しくはWebサイトをご覧ください https://miraco-net.com/seijisanka/) 

 今回の国立市長選挙では、これまで私たちが取り組んできた保育、学童など子育てに関す

る課題を中心に、設問を用意させていただきました。 

 頂戴した回答は、公示日後に SNS等で広く周知させていただき、またWebサイト上で候補

者同士の比較がしやすい形で公開させていただく予定です。 

多くの有権者に皆さまの「子育て政策」への想いを届けるお手伝いができればと思っており

ます。ご多忙の折恐縮ですが、ご協力の程どうぞよろしくお願いいたします。  

令和２年１２月６日 

みらい子育て全国ネットワーク 

 

返信先E-mail: hoikuenhairitai@gmail.com 

 

回答締め切り １２月１０日（木） 

 
候補者のお名前：＿永見 かずお＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

ご本人様のご署名をいただけますと幸いです。 

 

確認： 

回答をSNSやWebサイトにて公開する際には、大手メディアなどの選挙特集サイトにて既に掲載

されている顔写真を使用させていただきます。 

 

※別途お送りいただく、または写真使用がNGの場合には以下にチェックを入れてください。 

□ 使用する写真を指定したいので、別途送付します。 

□ 写真使用NG 

 



１ 保育園について 

①待機児童について 

国立市内の2020年4月時点での保育園待機児童は27人となっていますが、認可園を希望して

いるものの地域型保育事業などを利用している人や通える範囲に園がない人などを含む、隠

れ待機児童を含む待機児童数は105人（企業主導型＋地方単独＋特定園希望＋求職取りや

め）となります。さらに、認可保育園の申込み自体を諦めている保護者も相当数いると言わ

れており、待機児童には未だ多くの課題が残されていると考えられます。待機児童について

のお考えや、国立市の待機児童対策についての具体的な提案をお聞かせください。 

 

１−１．保育園の待機児童を解消するためには現状の子育て政策で十分ですか。 

□はい。十分である。 

☑いいえ。不十分である。 

１−２．1-1 の回答を選んだ理由を教えて下さい。 

この4年間で新規園の３園開設、２園の認可化により、保育定員を353名増やしました。また、幼

稚園の預かり保育の強化として、補助金を交付することで３園が１日10時間以上の預かり保育を行

っています。こういった施策で待機児童は大幅に減少してきました。一方、０歳児クラスでは４月に空き

が出る保育園も出るなど、ただ保育園を増設すれば良いという状況でもありません。コロナ禍による出生

数の減少、働き方の変化で今後のニーズ予測が難しい面もありますが、引き続き市内の保育園、幼稚

園と連携し、定員の枠を柔軟に調整するなどしてさらなる待機児童対策に努めます。 

 

②保育士の処遇改善 

保育士は他業種に比べ給与水準が低く、また日々の業務負担が高いといったことから、資格

を保有していながら保育士として働いていない潜在保育士が多く存在していますが、保育の

現場では保育の量と質の確保がままならず、人手不足が叫ばれています。 

これを改善させるために、国立市ではどのような施策が必要とお考えでしょうか。 

 

１−３．保育の質と量/保育士の確保のために、保育士の処遇（給与ＵＰや家賃補助など）を

改善することについて、考えをお聞かせください。また給与の引き上げを取り組みとして検

討される場合は、どの水準まで引き上げるのが適切だとお考えですか。その場合は財源確保

についてもお聞かせください。 

（上限：200文字） 

保育の質の確保については、第一に保育園で働く保育士の資質の向上が必要であると考えていま

す。そのため、まずは保育人材の確保、離職防止、定着を図っています。保育士の処遇改善に関しまし

ては、東京都と連携し、運営費の処遇改善加算やキャリアアップ補助金の支出により進めてきているとこ

ろです。また、宿舎借り上げの一部補助も行っています。今後も引き続き東京都と連携し、保育士の処

遇改善に努めます。 

 

 

 

 

 

 



１−４．保育士は「子供の成長に関わり、命を預かり育む重要な仕事」です。「保育職」の

理解促進や労働環境改善について、国立市として取り組みたいことがありましたらお聞かせ

ください。 

（上限：200文字） 

昨年設立した「くにたち子どもの夢・未来事業団」は、市の保育・幼児教育環境の向上を牽引してい

く存在です。その中で、お尋ねの「保育職」の理解促進も行っていくものと考えています。労働環境改善

としては、先の処遇改善に加え、保育士の書類作成などの事務負担軽減をする機能を有するシステム

導入費の補助、またベビーセンサーやモニターなどの導入費用の補助を行うことにより、保育士の負担の

軽減を図っています。 

２ 学童保育について 

 

学童保育は、重要な「放課後の子どもの居場所」です。学童保育の需要は近年高まりをみせ

ており、学童待機児童の問題も顕在化しています。国立市では、昨年のデータによると学童

待機児童は０名となっておりますが、さらなる需要の高まりに対応してく必要があると見込

まれます。さらに、小学校中・高学年になるにつれ入所しにくくなるため申込すら諦めてい

るという潜在待機学童もいる状態です。 

 

２−１．学童保育の待機児童問題を解決していくためには現状の子育て政策で十分ですか。 

☑はい。十分である。 

□いいえ。不十分である。 

２−２．2-1 の回答を選んだ理由を教えて下さい。 

学童保育に関しましては、国立市は他市に誇れる「全入」であります。希望する全ての児童を受け入

れ、そのための指導員の増や、教育委員会とも連携した学校施設の利用など必要な措置を取ってきま

した。また、他市に先駆けて４年生から６年生までの受け入れも行っています。今後も「全入」を保てる

よう努めます。 

 

 

 

 

３．子どもの貧困対策について 

 

３−１．現在、子どもの７人に１人が相対的貧困と言われており、各地方自治体でも対策が

なされている例があります（例：子ども食堂の整備や、夏休みの学童給食制度等）。子ども

の貧困への対策として、あなたの考えを具体的な施策とともに教えて下さい。 

（上限：200文字） 

子どもの貧困対策として、様々な支援（親への経済的援助や食の支援等）を行政として行っており

ます。しかしながら、その子どもが育っていく過程では、その子が将来に渡って生計を立てていける、能力

を生かしていける基礎となる教育環境、支援が最も重要だと考えています。そういう観点から幼児教育

プロジェクトにおいて、非認知能力を高め、その子が様々なことにチャレンジできるベースを作っていくという

ことを進めています。 

 

 



４．多胎児支援について 

 

４−１．双子や三つ子といった多胎児を持つ親の多くが家事や育児の手が足りず支援が必要

と感じていること明らかになったことから、国や東京都で多胎児を支援制度を拡充させる動

きがありますが、国立市における多胎児支援について、あなたの考えを具体的な施策ととも

に教えて下さい。 

（上限：200文字） 

現在、子育て世代包括支援センターを設置に向け取り組んでいます。そこで妊娠前から子育て期に

渡る切れ目のない支援に取り組んでいくに当たり、中核となる産後ケア事業の実施に向けた取り組みを

進めていきます。具体的には、市内の産科医院や近隣市の助産院などと連携をしながら、市の保健

師、助産師、栄養士、社会福祉士などの専門職チームを組んで、多胎児を抱える保護者の育児に寄

り添った支援を行っていきたいと考えています。 

 

 

５．新型コロナウイルスへの対応について 

 

新型コロナウイルスの感染予防のため実施された全国一斉休校では、子どもたちの教育機会

の損失や保護者の就労への影響、学童保育および保育現場の負担など、様々な課題が浮き彫

りとなりました。今後、感染拡大の可能性も指摘されています。 

 

５−１．子どもたちや子育て世帯、教育・保育現場へ必要と思われる支援について、あなた

の考えと具体的な施策をお聞かせください。 

（上限：200文字） 

コロナ禍で、地域社会の中で支え合ってきた、見守ってきた構図が見えにくくなってしまったことを憂慮

しています。子どもの貧困、DVや虐待の増、オンライン教育を巡る教育格差等です。コロナ禍で失ったも

のを取り返していくにはどうしていくのが良いか、まだ第３波の真っ只中で具体的な施策は見えていません

が、財政面での支援だけではなく、人と人との関わりなど、子どもたちのための社会を創っていくために全

力を挙げていきます。 

 

 

６．その他子育て政策について 

 

６−１．1〜5の質問以外で、推進されている子育てに関する政策がありましたらお聞かせく

ださい。 

（上限：200文字） 

子育て広場を中心とした、多世代が集う新たなコミュニティーの場として複合公共施設（仮）矢川プ

ラスを開設します。また、協議を重ねている国立駅南口市有地とＪＲ東日本所有の旧国立駅舎両側

との用地交換についての本合意が整いましたら、ＪＲ東日本が建設する建物内に子育て支援施設を

建設していく予定です。このように地域の子育て拠点を増設し、子どもたちが健やかに成長し、豊かな教

育が保障されるまちを作っていきます。 

 

 

 



 


